
 

 

 

    VOL.114 をお届けします。 

桃の節句も過ぎ、いよいよ春の到来ですね。ご家族の卒業や入学、異動や転勤などの別れと出 

異動や転勤など、出会いと別れの季節になりました。皆さまの地 

域でも来年度の体制・計画に向けた準備が進められていらっしゃ 

る頃かと思います。 

令和 5 年度はコロナ明けにより再開されたイベントやお祭りが多 

く、従来の賑やかさが戻ってきた一年でした。休止していた期間 

を経て、よりその催しの意味や内容の見直しなど、様々なことを 

考えさせられたと思います。今年度最後の「やっほー」から、県下の活動情報が少しでも皆さまの参

考になれば幸いです！ 

 

支部活動報告 

上伊那支部では、支部の会員同士の交流を深めるため、令和６年２月 24 日（土）に地域づくり交流

会を辰野町で行いました。 

午前中は、辰野町にある「信州フューチャーセンター」にて、 

センターを運営されている(有)共和堂さんからお話を伺いまし 

た。共和堂さんは、創業から 96 年の辰野町に根差したまちの 

新聞屋さんです。ですが、「新聞を配達する」ということにと 

どまらず、地域のお困りごと解決のための地域共創の取組も 

熱心に行われています。（例：地域の見守り、手しごと市、 

中学生へのキャリアイベントなどなど） 

会場の「信州フューチャーセンター」に入った瞬間に目に飛び込んでくる壁面のアートも、全て町内

から集められた廃材で製作されたそうです。田舎には何もないと思いがちですが、見方を変えれば

いたるところに「ワクワク」の種があることを感じさせてくれました。 

 

午後は、辰野町の沢底地区で行われた福寿草まつりに行ってきました。実はネットワーク会員でも

ある団体さんが運営に携わっており、当日もアテンドをしていただきました。コロナ禍の影響で５

発行日 令和６年３月 25 日 

編集 地域づくりネットワーク 

長野県協議会事務局 

(長野県企画振興部 

地域振興課活力創出係内） 

電話  026-235-7021 FAX 026-232-2557  Mail katsuryoku@pref.nagano.lg.jp  URL http://ynet.happygate.co.jp 

 

やまびこ 
ネットワーク  

やまびこネットワーク情報誌 

VOL.114 
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年ぶりの開催となったそうですが、地元の方々が飲食ブースを 

出されたり、カメラを構えて熱心に福寿草を撮影される方々も 

たくさんいて賑わっていました。前日に降った雪の影響が心配 

でしたが、ほどよく雪解けし福寿草と雪のコラボレーションも 

見ることができました。 

今回は企画が急遽だったこともあり、参加者は少なめでしたが、 

会員同士ざっくばらんに話ができ、交流を深めることができた 

のではないかと思います。また、普段、新聞や SNS で見聞きす 

る地域の活動も、実際に行って話を聞いたりすることで、その 

地域の活気や熱量がわかることを改めて実感できました。 
 
 
 

諏訪支部では、今年度の活動の一つとして、地域の文化・歴史や新しい取組を学ぶことで、地域の魅

力を再発見し、地域づくり活動の活性化を図るために講演会を 2 月 23 日（金）に開催しました。 

構成団体以外の方も参加可能で、30 名の方が参加し、対面形式で実施しました。 

講演は、最初に「活気ある諏訪と共に歩む」と題して、一般社団法人諏訪観光協会会長の佐久秀幸氏

からご講演いただきました。諏訪地域の歴史や現状について解説いただき、これからの諏訪地域に

おける観光戦略の方向性についてお話しをいただきました。 

次に、「なぜ私がこの地を選んだか」と題して、横谷温泉旅館 経営企画室長の村田 晃氏から講演

していただきました。講演では、これまでの豊富な経験の中で多くの場所に訪れた同氏が感じてい

る諏訪地域、八ヶ岳地域の魅力についてお話しをいただきました。 

最後に、ご講演いただいたお二方と会場にお越しの全員で諏訪地域の観光をテーマとした意見交換

会を実施しました。会場からは各人の取組紹介や、地域活性化に対する様々な考えが発表されまし

た。 

開催後アンケートにおいて、参加者からは、自分たちの地域の魅力を再発見できたといった前向き

な感想が寄せられるとともに、このような機会を今後も実施してほしいとの声が寄せられました。 

 

        

               

 

 

 

 

【福寿草まつりの様子】 

 

【諏訪支部】講演会「どうする？！これからの諏訪と観光」を開催 

【佐久氏の講演の様子】 

 

【村田氏の講演の様子】 

 



 

 

 

 

本年度の支部事業として、令和５年 12 月 8 日（金）に、上伊那郡辰野町「トビチ商店街」の視察研

修を開催しました。 

地域づくりに携わる方には、先進的な地域づくりの取組として様々な方面で紹介されている「トビ

チ商店街」の事例はご存じの方が多いと思います。飛び飛びの商店をつないで商店街を再定義し、魅

力的なまちづくりに繋げる取組は、急速に過疎化が進む木曽地域においても参考になるのでは！と

いうことで、現地を訪問し、取組の中心で活躍されている「赤羽孝太さん」を囲み、取組の契機・経

過・気づき・地域の事情等についてわかりやすく、楽しくご説明をいただきました。 

特に印象に残ったのは、赤羽さん自身が楽しみながら活動を続けられていること、「トビチ商店街」

の取組には会則、ルール、会員もなく、取組への共感が原動力となり、個々が「柔軟かつ自由に」「無

理せず」活動し、取組の輪が広がり続けていることです。 

地域の過疎化への対応策として、地域活動の充実は重要な取組ですが、「なんとかせねば…」「このま

まじゃまずい…」といった危機感・悲壮感で動くことが多いように思います。しかし、仲間をつく

り、活動の輪を広げるためには、プレイヤー自身が「おもしろそう！」「自分も一緒にやってみたい！」

「ワクワク！」といったポジティブな感情で取り組むことの方が大切なことなのかもしれません。

視察に参加した皆さんからは、「とても楽しく参考になった」「今後の活動に向けて多くのヒントを

得られた」等の感想が寄せられ、大変好評でした。 

終了後は近くのお食事処でランチ交流会を開催し、ゆるく楽しく食事をしながら意見交換を行い、

今後の支部活動、団体の交流に繋がる有意義な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

北信支部では、令和５年 12 月 15 日（金）に北信地域振興局との共催により、「地域発 元気づく

り支援金優良事例表彰式・事例発表会」を開催しました。 

令和４年度に「地域発元気づくり支援金」を活用した 15 団体の中から、事業効果に広がりがみられ

るなど評価の高い事業を実施した３団体に、知事表彰及び北信地域振興局長表彰を行い、その取組

を発表いただきました。 

【木曽支部】辰野町「トビチ商店街」の視察研修を開催 

【①トビチ商店舎 KOUTEN での取組説明】 

 

【②街を歩きながらの取組説明】 

 

【北信支部】「地域発 元気づくり支援金」優良事例表彰式・事例発表 



 

 

 

〇 知事表彰 

特定非営利活動法人 太陽と水と緑のプロジェクト（木島平村） 

「安全・安心な魅力ある木島平エコヴィレッジ・ゼロカーボン推進事業」 

〇 北信地域振興局長表彰 

 高丘ゆるゴミ拾い部（中野市） 

 「高丘の中心で環境を叫ぶ！ＴＡＫＡＯＫＡ市場２０２２」 

  

青倉受託作業班（栄村） 

 「若者と協働してつくる安全安心な超特別栽培米プロジェクト」 

 

それぞれの分野で、様々な視点から地域課題の解決に取り組む皆さんの活動を知り、今後の地域づ

くりを考える貴重な機会となりました。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年度の南信州支部事業として、令和６年３月７日（木）に、 

飯田市下久堅柿野沢区民センター及び体験センターにて「南信州 

支部地域づくり団体現地視察」を開催しました。 

高齢化や担い手不足など課題を抱えながら活動している登録団体 

の現地へ実際に出向き、その団体の活動を見たり体験したりしな 

がら交流することで、相互理解を深めることを目的に、今回は柿 

野沢餅加工部会による餅加工の作業見学と柿野沢生産者組合に講 

師を務めていただき、五平餅づくり体験を行いました。 

餅加工の作業見学では、地区住民が導入資金を負担し設置した餅 

つき機でのつきの工程や餅を１人分に分ける作業、あんこでお餅 

を包む作業を見学しました。 

【②事例発表会の様子】 

 

【①表彰された団体の皆様】 

 

【南信州支部】地域づくり団体現地視察の開催 



 

 

 

五平餅づくりの体験では、練られた米を丸型にはめ、串に刺し、炭火で焼く作業を体験しました。 

昼食兼交流会として、作ったお餅、五平餅を食べながら、抱える課題ややりがい、今後の展望につい

てディスカッションしていただきました。 

その後、南信州支部長が代表を務める竹活用プロジェクト CHIKURIN の活動内容について紹介を行

い、発表の最後には、CHIKURIN の関係者、地元住民の方から活動についての所感や地元に対する

想いの発言があり、充実した会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 全国協議会助成事業について 
令和5年度の地域づくり団体活動支援事業・クラウドファンディング活動支援事業の活用団体は以下の

とおりです。※VOL.112号 掲載済情報から続報 

※助成は一般財団法人地域活性化センターの賛助会員限定です。賛助会員への登録を希望される

方は支部事務局までお問い合わせください。（年会費3,000円が必要です） 

地域づくり団体活動支援事業 【令和 5 年度長野県助成額実績 全合計：647,350 円】※VOL.112 号掲載済情報含む 

支部 団体名 事業内容 助成額 

長野 

まつしろ現代美術 

フェスティバル実行

委員会 

【テーマ】まつしろ現代美術フェスティバル 2023 のためのレクチャー 

【講 師】美術家 杉原 信幸 氏 帽子作家 中村 綾花 氏 

     文化コモンズ研究所 大澤 寅雄 氏 

150,000 円 

上伊那 
特定非営利活動法人

山の遊び舎はらぺこ 

【テーマ】第 16 回山の遊び舎はらぺこ 子育てを考える会 

【講 師】七草農場 小森 夏花 氏  
12,500 円 

上伊那 
梅が里ギャラリー手

づくり屋 

【テーマ】目指せ！SDGs できることからｴｺ活動 着物を活用ﾘﾒｲｸ講座 

【講 師】洋裁師 唐木 ゆかり 氏 春日 節子 氏 
100,000 円 

佐久 
公益社団法人長野県

建築士会佐久支部 

【テーマ】一流アスリートから学ぶ 

【講 師】カーリング選手 山口 剛史 氏 
51,480 円 

クラウドファンディング活動支援事業 【令和 5 年度長野県助成額実績 全合計：222,600 円】 

長野 
特定非営利活動法人

長野県 NPO ｾﾝﾀｰ 

【テーマ】ありがとう!!25 周年 次への 25 年へさらなる成長を応援して

ください！ 
222,600 円 



 

 

 

※要綱等は地域活性化センターのホームページからダウンロードすることもできます。 

【URL：https://www.jcrd.jp/hiroba/cat4945/】 

 

 

御相談は各支部へどうぞ 
令和 6 年度の全国協議会助成事業の申請について、3 月 14 日発で皆さまへ要綱・様式をご通知して

おります。申請などの相談は各支部までお寄せください。 

 

<支部連絡先＞ 

佐久支部      ☎0267-63-3132  

上田支部       ☎0268-25-7112 

諏訪支部      ☎0266-57-2901 

上伊那支部     ☎0265-76-6801 

南信州支部     ☎0265-53-0401 

木曽支部      ☎0264-25-2212 

松本支部       ☎0263-40-1902 

北アルプス支部 ☎0261-23-6501 

長野支部       ☎026-234-9501 

北信支部       ☎0269-23-0201 

 

 

 

 

 

 

   

それでは皆さま、引き続き来年度もよろしくお願いします。 
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R6.２.11 長野市 戸隠スキー場 

Ⓒ長野県「アルクマ」 

R6.2.18 白馬五竜・鹿島槍 


